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進捗状況の概要【２ページ以内】 

【構想の目的・育成するグローバル人材像】
本構想の目的は、知識基盤社会の到来とグローバル化の急速な進展に伴うグローバル人材が求められる場面・局面の多様化
に対応するため、「地球規模での諸課題に的確に対応できる多様なグローバル人材を養成すること」にある。本構想では、①グ
ローバル・ジェネラリスト、②グローバル・リーダー、③グローバル・スペシャリストの３つの人材像を措定し育成する。

【構想の概要】
本構想は、本学学士課程教育をベースとしつつ、６つのワーキンググループ、１７のグローバル事業推進支援プロジェクトにより、
育成体制を支える基盤となる教育手法・教材開発、FD・SDのソフト面、さらに環境整備によるハード面の取組から構成される。

■大学のグローバル化に向けた戦略と教育課程の国際通用性の向上
○ 教育課程の国際通用性の向上のための取組
科目系統図、科目ナンバリング制の整備について全学ワーキンググループを立ち上げ検討を進めた。外国人留学生を含めた
全学生がコンピテンシー到達度を測定できるよう、自己評価システムC-compassをグローバル化し、平成26年4月から稼働した。

■ 教員のグローバル教育力の向上

■ 語学力を向上させるための入学時から卒業時までの一体的な取組

〈 C-compass 指標項目〉

〈Gスクエアでの学生主体の活動〉

○ 事務体制のグローバル化
事務職員の外国語運用能力向上のため、ビジネス英語通信講座、外国人講師による英
文メール・書類作成の研修を実施し、合計69名が参加した。平成25年11月に英国大学訪
問研修へ職員1名を派遣した。その後、各大学と教職員交流について折衝をしている。

○ 戦略的な国内外への教育情報の発信
平成25年4月から本格稼働したGO GLOBAL特設サイトを通じてグローバル人材育成関連
行事、英語力強化講座等の教育への取組を学内外へ積極的に発信した。平成25年5月
にはタイ・バンコクにて国際シンポジウム、平成26年3月にはアメリカ・ハワイにてワーク
ショップを開催し、本学のグローバル人材育成の取り組みを国内外へ周知した。

○ 教育体制のグローバル化
平成25年4月に全学連携教育機構を設置し、全学プログラム運営体制を整えた。
○ グローバル教育力向上のための取組

平成26年2月に英語による授業の研修を10講座実施し、教員延べ97名が参加。

■ 日本人学生の留学を促進するための環境整備

○ 動機付けや留学を促進するための取組（右上写真参照）

平成24年度に新設したGスクエアを学生主体のグローバル活動の場として活用し、
チャットルーム（英・仏・韓国語等）、グローバル人材による講演、留学・国際インターン
シップ報告会等を開催した。平成26年度は学生によるOECD学習会等も開始した。

○ 留学中から帰国後にわたるサポート体制

平成25年10月から民間企業と包括業務委託契約を締結し、派遣学生用海外旅行保険と留学中の連絡・サポート体制を確立し
て、留学中の危機管理体制の整備・強化をした。

■ グローバル人材として求められる能力の育成

○ グローバル C-compassの開発（左図参照）

平成24年度中に7分野31項目・各6段階の評価指標を完成させ、平成25年6月
までに要件定義書を作成、7月からシステム開発・検証を実施した。外国人留学
生向けに英語での対応を可能にするためコンピテンシー記述の英語化も取り組
み、システムを整えて平成26年4月から本格稼働した。

○ 学部主催の新型短期留学プログラムの開発（右表参照）

春夏２回の留学を含む中央大学SENDプログラム（日本語教育）をはじめ、専門科目
の内容について体験を通じて学ぶ短期留学を海外協定校等との協同で各学部が開
発・展開している。平成26年度は計75科目開講。（★：平成26年度新設、履修開始。）

○ 外国語熟達度測定のためのTOEIC公開テスト団体受験の促進

平成26年3月からTOEIC公開テストの団体受験受付を学内で開始し、集中英語
講座との連携、目標スコア達成に向けた学習環境整備、学生の語学力把握の
体制を整えた。（平成26年6月中旬時点で受験申込者延べ約850名。）

○ 効果的な語学教育及び教育体制

平成24年度から文学部で開講した外国語で入門的な内容を教えるアカデミック外国語の科目を追加しさらなる展開を図った。
集中英語講座ではTOEIC、TOEFL試験対応に留まらずプレゼンテーション、ディスカッションの能力を養成する講座を新設した。
理工学部では平成25年度からロジック検定の受検必修化。対策講座も実施して英語力と論理力を合わせて向上させている。

〈学部の学びに直結したアクティブラーニング留学〉
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本構想において実現する達成目標及び実績

全 学
達成実績 達成目標

2011 2012 2013 2014 2015 2016

外国語力スタンダード
を満たす学生数

707人 458人 571人 662人

うち海外留学
未経験者数 （Ａ）

569人 229人 304人 341人

海外留学経験者数
（Ｂ）

176人 174人 227人 345人 701人 903人

卒業［予定］者数
（Ｃ）

6,259人 5,959人 5,572人 5,893人 6,055人 5,841人

比率
（（Ａ+Ｂ）/Ｃ） 14.3％ 9.7％ 16.6％ 21.3％

法
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEIC730等 243人
（201） 100人（70） 120人（90） 130人（90）

海外留学経験者数 48人 45人 65人 52人 142人 176人

卒業［予定］者数 1,460人 1,481人 1,360人 1,458人 1,551人 1,386人

経
済
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEIC700等 106人（86） 30人（24） 40人（30） 50人（36）

海外留学経験者数 16人 26人 26人 50人 135人 179人

卒業［予定］者数 1,124人 1,133人 996人 1,048人 1,131人 1,101人

商
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEIC700 101人（87） 100人（50） 113人（53） 125人（50）

海外留学経験者数 21人 24人 26人 50人 166人 185人

卒業［予定］者数 1,261人 1,253人 1,199人 1,170人 1,200人 1,200人

理
工
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEIC700 35人（30） 48人（33） 78人（61） 97人（77）

海外留学経験者数 7人 6人 19人 15人 21人 58人

卒業［予定］者数 1,060人 911人 824人 905人 951人 935人

文
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEFL iBT 79等 129人（95） 100人（20） 120人（30） 140人（40）

海外留学経験者数 62人 43人 59人 80人 113人 155人

卒業［予定］者数 1,101人 951人 914人 1,019人 927人 939人

総
合
政
策
学
部

卒業時の外国語力スタンダード TOEFL iBT 80等 93人（70） 80人（32） 100人（40） 120人（48）

海外留学経験者数 22人 30人 32人 98人 124人 150人

卒業［予定］者数 253人 230人 279人 293人 295人 280人

※１）「外国語力スタンダードを満たす学生数」の学部ごとの記入欄の（ ）内は、外国語力スタンダードを満たす学生数のうち「単位取得を伴う海外留学
未経験」の学生数を示す。

※２）上記の「海外留学経験者数」は、いずれも単位取得を伴う海外留学経験者数であり、単位取得を伴わない海外留学経験者は含まない。

卒業・修了時に学生が修得すべき具体的能力

本学が本構想を通じて育成する３タイプのグローバル人材は、以下のとおりである。
１ グローバル・ジェネラリスト（ＧＧ）

幅広い教養とコミュニケーション力を身に付けた人。複数言語を用いて文化的背景の異なる人と協同できる人。母国のみならず他国の
歴史や文化を理解し、異なる価値観にも適切に対応できる人。

２ グローバル・リーダー（ＧＬ）
異文化・多文化理解力と高度な外国語コミュニケーション能力を身に付けた人。文化的背景の異なるメンバーの中でバランス感覚を持
ち合わせ、提案できる人。多様性を活かし、創発をリードして相乗効果を生み出せる人。

３ グローバル・スペシャリスト（ＧＳ）
専門領域での外国語コミュニケーション能力を身に付けた人。専門的知識を社会システム全体の中で位置付けられる人。
論理的思考力を持って、新たな価値を生み出すことができる人。

 

 


